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現代貨幣理論（MMT）と政策立案 

令和 5年 2月 12日 

峯木 貴 

そもそのも今回のライフスタイルの会に MMT の議論を提起した発端は、以下の動画を

見たからである。 

池戸さんは日本経済復活の会・幹事である。 

 

 

この二人の対談は楽しみであったが、池戸氏は以下のグラフを上げて、政府支出を増やし

た国は成長率は高い、と結論付けたのだが、成田氏は経済成長率が高いから政府支出を増や

すことができた、とも読み取れる、として両社の意見は食い違っていた。池戸氏はこの因果

関係を説明できず、結局成田氏に論破されてしまった。 

成田さんは性格が温厚で、人を論破するようなことはなかったのだが、池戸氏が経済アナ

リストと称していい加減な理論を持ち出したことに怒りをにじましたような気がした。彼

はイェール大学の経済学者である。 
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１．AIに MMTについて質問してみた 

AIはMMTについてどのような意見を持っているか聞いてみた。 

今回利用した AIは、今はやりの CHATGPTではなく、 

https://www.perplexity.ai/ 

である。 

CHATGPT は人間が話すように流ちょうな文章を作るが、時々ありもしないことを書く

ことがある。 

perplexityは論文や新聞などを根拠にしているので安心して使える。 

 

質問： 

現代貨幣理論（ＭＭＴ）は国の政策立案に役立つ正しい理論でしょうか？ 

 

回答： 

現代通貨理論（MMT）は、政府の支出を増税ではなく、貨幣の創造によって達成すると考

える、政府の支出を賄うための政策モデルである[1][2]。政府が貨幣の発行者であるため、

金の裏付けがなくなり、より多くの貨幣を作り出すことができると主張している[3]。MMT

は、低い生産性、低い実質金利、高い債務に対する解決策として提案されているが[4]、その

有効性については経済学者の間でまだ議論されている[5]。 

 

[1]Modern Monetary Theory (MMT): Definition, History, and ... 

MMT is essentially a balance sheet approach to macroeconomics that sees government 

spending accomplished through money creation, and not through raising taxes. 

fraserinstitute.org 

[2] A Primer on Modern Monetary Theory | Fraser Institute Modern Monetary Theory (MMT) 

is a policy model for funding government spending. While MMT is not new, it has recently 

received widespread 

businessinsider.com 

[3] Modern Monetary Theory (MMT): Definition, History, Explanation Modern Monetary 

Theory claims that because the government is the issuer of money, it can create more since 

it's no longer backed bygold. 

brookings.edu 

[4] Is modern monetary theory too good to be true? – Brookings Proponents of modern 

monetary theory argue that central banks can solve low productivity, low real interest rates, 

and high debt by buying ... 

vox.com 

[5]Modern Monetary Theory, explained - Vox 

This is an idea that predates and transcends MMT as a school of thought, with advocates 

among non-MMT economists like William Darity Jr. and ... 

http://fraserinstitute.org/
http://businessinsider.com/
http://brookings.edu/
http://vox.com/

